








 要約:子供のときから、慢性的な病気や障害を持つ人々が、小・中学校時代に体験した、

問題と感じる点を明らかにし、これからの教育活動でどのような配慮が必要であるかを検

討するため仁、日本児童家庭文化協会が支援している、難病児の親の会の協力を得て、会

員に対する自由記述式のアンケート調査を行った。その結果、勉強、体育の授業、学校の

行事、友達、教師、学校の設備及び進学に関して、様々な問題が明らかとなり、その要因

として教師の無知・無理解や、病児に対する学校教育制度の立ち遅れ等が大きく関与して

いることが示された。まだ、当人たちなりの改善案も持っており、今後の施策を検討する

に当って参考資料となることがわかった。


